分析化学会第５９年会　G会場
第2日（9月16日）
Ｇ2001(09:00～09:15)胃袋型大量注入法を用いたGCMSによる水中農薬類分析法の検討
(住友金属テクノロジー)○小林　知子・平見　宗一郎・谷口　卓史・岡　圭男
Ｇ2002(09:15～09:30)処理能力を大幅に向上させた新しい多機能型熱分解装置の開発
(フロンティアラボ・名工大・名大)○渡辺　忠一・渡辺　壱・湯沢　哲朗・大谷　肇・柘植　新
Ｇ2003(09:30～09:45)縦型熱分解装置を利用した新しいオンライン・マイクロ反応分析法の開発
(フロンティアラボ・名工大・名大)○湯沢　哲朗・渡辺　忠一・大谷　肇・柘植　新
Ｇ2004(09:45～10:00)熱脱着GC/MS分析を用いたポリ塩化ビニル中の規制対象フタル酸エステル類の定量法に関する検討
(フロンティアラボ)○小田桐　佳代・湯沢　哲朗・渡辺　忠一
Ｇ2005(10:00～10:15)キャピラリーGC用マイクロクライオフォーカス装置に関する検討
(フロンティアラボ)○穂坂　明彦・鏑木　完・渡辺　忠一
PC設定時間
Ｇ2007T(10:30～11:00)ヒト皮膚ガスの由来とアセトン・エタノール・水蒸気測定モニター及び汗からのグルコース測定について
(ピコデバイス)○津田　孝雄
[GC研究懇談会]
Ｇ2009(11:00～12:00)球状弾性表面波（ボールSAW）センサの開発とマイクロGCへの応用
(東北大)○山中　一司
第3日（9月17日）
Ｇ3001(09:00～09:15)1次元2次元切替GC-MSによる体液中神経ガス分解物の、tert.ブチルジメチルシリル誘導体の分析
(科警研・ゲステル)○瀬戸　康雄・金森　美江子・駒野　明香・大森　毅・柘　浩一郎・大沢　勇久・佐藤　貴史・落合　伸夫・笹本　喜久男
Ｇ3002(09:15～09:30)GCxGC-負イオン化学イオン化‐高分解能TOF-MSを用いた環境試料中有機ハロゲン化合物の分析
(ゲステル・ジャスコインタナショナル・埼玉県環境科学国際セ・名城大)○家田　曜世・落合　伸夫・宮脇　俊文・堀井　勇一・大浦　健
Ｇ3003T(09:30～10:00)ダイナミックヘッドスペース と 1次元2次元切替GC-MSの匂い分析への応用
(ゲステル)○落合　伸夫・笹本　喜久男
Ｇ3005(10:00～10:15)ハロゲン化ホウ素を用いたアルキルフェノールエトキシレートの化学分解ガスクロマトグラフィー
(東レリサーチセ・金沢大院薬)○美野　卓大・上田　重実・国嶋　崇隆
PC設定時間
Ｇ3007(10:30～10:45)QCLによる亜酸化窒素連続測定法とGC法の比較
(自動車研)○秋山　賢一
Ｇ3008(10:45～11:00)有機ポリマーモノリスを用いた新固相抽出素子の開発と熱脱着GC/MS法を用いた基本特性の検討
(フロンティアラボ・東北大院環境)○高橋　忠・渡辺　忠一・久保　拓也・細矢　憲
Ｇ3009T(11:00～11:30)新しい多機能型熱分解装置と周辺付属品の開発に伴うシステム化とその応用
(フロンティアラボ)○湯沢　哲朗・坂本　安正・渡辺　壱・鏑木　完・薬師神　正毅・渡辺　忠一
Ｇ3011(11:30～11:45)環境から生体内に取込まれた化学物質の皮膚ガスとしての放出：VOC成分等について
(ピコデバイス・名工大)○津田　孝雄・久永　真央・大桑　哲男・伊藤　宏
Ｇ3012(11:45～12:00)ホローカソード電極を用いたGC用大気圧プラズマ検出器の基礎特性評価
(東工大院創エネ・ジェイサイエンスラボ)○高橋　勇一郎・永田　洋一・根岸　祐多・藤田　修・宮原　秀一・豊浦　行雄・沖野　晃俊
Ｇ3013(12:00～12:15)マイクロパックドカラムを用いたガスクロマトグラフィーによる昇温分離
(豊橋技科大院工・岡崎工高・信和化工)○井上　満・齊戸　美弘・三浦　知也・植田　郁生・藤村　耕治・神野　清勝
